Three-dimensional analysis of incisive canals in human dentulous and edentulous maxillary bones by 福田, 真之
Posted at the Institutional Resources for Unique Collection and Academic Archives at Tokyo Dental College,
Available from http://ir.tdc.ac.jp/
Title
Three-dimensional analysis of incisive canals in
human dentulous and edentulous maxillary bones
Author(s) 福田, 真之
Journal , (): -
URL http://hdl.handle.net/10130/3615
Right
氏名 福田 真之 
学位 博士（歯学） 
学位記番号 第２０９３号（甲 第 1306号） 
学位授与年月日 平成２７年 ３月３１日 
学位授与の要件 学位規則第４条第１項 
論文審査委員 主査 吉成 正雄 教 授 
 副査 阿部 伸一 教 授 
 副査 山本  仁 教 授 
 副査 矢島 安朝 教 授 
 副査 松永  智 准教授 
学位論文名 


































報 告 番 号 甲 第１３０６号 氏  名 福田 真之 
最終試験担当者 
 主 査            吉成 正雄    教 授 
 副 査            阿部 伸一    教 授 
        山本  仁    教 授 
                矢島 安朝    教 授 
                松永  智    准教授 
最終試験施行日 平成２６年 １２月２５日 
試 験 科 目 解剖学 
試 験 方 法 口頭試問 
試 験 問 題 主題ならびに関連問題 
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の試料の状態について 2) Frankfort plane と平行に設定して試料体を採取した理由 3) 切歯管の観察に
おける分類の定義について 4) 骨計測における関心領域について 5) 骨梁計測を行っていない理由などの
質問があった。これらの質問に対する回答として、1) 有歯顎 20 体については、全て歯の脱落と実質欠損
が無い状態の試料を選定した。 2) Frankfort平面と咬合平面には高い相関性があることが報告されており、
有歯顎・無歯顎ともに有効である。 3) 主項目では、過去の報告を参考に、切歯管長さの鼻腔側 1/5 以上の
地点で、2 つに分岐しているものを Y-morphology 型、していないものを cylindrical 型と設定した。 4) 切
歯管を含む周囲骨は、三次元立体構築像を作製後、水平面で切歯窩を確認し、矢状方向における切歯管の
最大直径で矢状断を行い、計測を行っている。 5) 予備実験では骨梁計測を行っており、切歯管周囲には
骨梁がほとんど存在しないため、正確な計測結果を算出することが不可能である。などと説明がなされ概
ね妥当な回答が得られた。また論文の文章構成や英語表現などについての指摘があり、修正が行われた。 
以上により、本研究論文は今後のインプラント治療の基礎的データの基盤となるものと評価された。 
本研究で得られた結果は、今後の歯学の進歩、発展に寄与するものであり、学位授与に値するものと判
定された。 
